工場労働者が語る「アフィリエイトの裏側」


· アフィリエイトとは？（知っている方は飛ばして下さい。）

　アフィリエイト（affiliate）とは、一言でいうと、｢成果報酬型の広告｣ということです。

　ここでいう｢成果｣とは、主に商品の購入や、サービスの会員登録、資料請求などになります。

　あなたが成果を上げれば、広告主がお金（手数料）を支払ってくれます。反対に、あなたが成果を上げることが出来なければ、広告主はお金を支払う必要がなく、あなたがお金を受け取ることもできません。

　新聞や雑誌の広告、電車の中吊り広告、テレビＣＭといった昔からよく知られている広告とアフィリエイトが大きく異なる点も、｢成果報酬型｣であるというところです。

　新聞や雑誌の広告、テレビＣＭの場合には、一定の広告枠を使用するだけで広告費が発生します。それらの広告から商品の購入や会員登録、資料請求などが1つもなかったとしても、お金がかかってしまうということです。

　これに対して、成果報酬型の広告であるアフィリエイトの場合には、商品の購入や会員登録、資料請求などのアクションがなければ、広告費は発生しません。

つまり、広告として効果があった分だけお金を支払えばよく、効果がなければお金がかからないという、企業側にとっては、非常にリスクの少ない合理的な広告手段だということができると思います。

　また、見落とされがちなポイントですが、アフィリエイトが、成果報酬型であるということが私たちにも大きなチャンスを与えてくれます。

　私を含め、世の中の多くの人は、時給1,000円や月給30万円など、時間を切り売りしてお金を手に入れています。これは、使った時間に対して一定のお金を受け取るという方法ですので、いくら頑張って良い仕事をたくさんしても、手に入るお金は増えません。

　これに対して、アフィリエイトは成果報酬型ですから、成果を上げれば上げるほど、多くのお金を手にすることができます。

｢やればやっただけ自分のものになる｣と同時に、｢いくらやっても成果がなければ収入ゼロ｣という自営業者や経営者的な経験が手軽にできることも、あなたや私にとって大きなプラスになると思います。

　アフィリエイトをする方法は、媒体（広告を掲載する場所）の種類によって、大きく分けて以下の3種類に分類することができます。

①パソコン向けのＷｅｂサイトに広告を掲載する方法

②携帯電話向けのＷｅｂサイトに広告を掲載する方法

③メールマガジンに広告を掲載する方法

　このレポートで、あなたにお話するのは、「②携帯電話向けのＷｅｂサイトに広告を掲載する方法」についての、私の実体験に基づく内容です。

　アフィリエイトに対する基本的な考え方を知るという意味では、「①パソコン向けのＷｅｂサイトに広告を掲載する方法」に取り組みたい方にもお役に立てると思います。（以前の私はパソコン向けをメインに活動していました。）

　また、「③メールマガジンに広告を掲載する方法」には、このレポートに書かれている内容の多くは当てはまりませんのでご注意ください。

· アフィリエイトのメリット（重要です。）

次に、アフィエイトのメリットについてご説明します。｢そんなの知ってるよ。｣という方も、とりあえず目を通していただければと思います。

■メリット１．確実にお金を稼ぐことができる。

　嘘やハッタリでもなく、書き間違いでも何でもない真実です。アフィリエイトを実践することによって確実にお金を稼ぐことができます。

　ただし、大きく分けて以下の2つの条件があります。（非常にシンプルなことですが重要です。）

条件①：正しい方法で実践すること（やり方を間違わないこと）

条件②：必要な作業量をこなすこと（特に最初の頃は多くの作業が必要です。）

　これは、紛れもなく本当のことですが、｢そんなの信じられないよ。｣という方のために、アフィリエイトについての、負け惜しみのような良くある勘違い意見を、こっぱみじんに打ち砕いてみたいと思います。

勘違い①：｢アフィリエイトでは稼げない｣

→現実に稼いでいる人間がいるという事実から、この意見が真実ではないことが分かります。また、ファンコミュニケーションズのように、アフィリエイトを展開するＡＳＰ（アフィリエイトサービスプロバイダ＝アフィリエイトをしたい人と、広告主を仲介する企業）が上場していることからも、アフィリエイトが今なお有効であることは明らかです。

勘違い②：｢私（または知人など）も挑戦したが、稼げなかった。｣

→先に述べた、アフィリエイトで稼ぐための2つの条件をもう一度見て下さい。条件①は｢方法｣で、条件②は｢作業量｣です。実践する人が誰であるかは、関係ありません。（ただし、仕事ですので、最低限の努力も出来ない人は論外です。）

例えば、ＡさんとＢさんという2人の人が、同じ時期に、同じ手法で同じ量の作業を、同じ環境で同時にこなしたときに、Ａさんの収入が10万円で、Ｂさんの収入が0円などということは、普通では起こりません。

落ち着いて考えて下されば分かると思いますが、人が違うから結果が違うのではなく、｢方法｣と｢作業量｣が違うから｢結果｣が違うと考える方が普通です。

長くなったついでに、｢正しい方法｣と｢必要な作業量をこなすこと｣について、もう少し説明してみます。あなたも今後の方向性が見えてくると思います。

実は、｢正しい方法｣と、｢必要な作業量をこなすこと｣との間には、非常に密接な関係があります。一度はアフィリエイトに取り組んだ方が挫折してしまった原因はココにあると、私は考えています。

では、まず、条件①：正しい方法で実践すること（やり方を間違わないこと）の｢正しい方法｣とは、どんな方法でしょうか？

あなたに合った正しい方法を見つけるために、世の中にイヤというほどあふれ返る情報の中から、どのような視点で情報を選択すれば良いのでしょうか？

挫折しないでアフィリエイトを続けて、確実にお金を稼いでいくために、どのような方法を選択する必要があるのでしょうか？

シンプルすぎて拍子抜けしてしまうかもしれませんが、次の2つの条件を確認できれば、あっさりと解決してしまいます。

条件(a)：価値のある方法か？（机上の空論や詐欺でなく真に稼げる方法か？）

→情報商材の場合には、詐欺的な内容のものも多く販売されているようです。また、販売者自身が稼いでいないにも関わらず、稼ぐノウハウとしてアフィリエイトの情報を販売しているケースもあるようです。

こんな方法でアフィリエイトに取り組んでしまったら悲劇です。いくら続けても結果が出ないのですから、挫折しない方が不思議です。

情報商材を購入する場合には、あらゆる手段（犯罪行為を除く）を使って、執念深く、その情報が真に稼げる情報であるかを見極める必要があります。

条件(b)：再現性の高い方法か？（自分にできるか？続けられそうか？）

→実践すれば確実に稼げる方法だとしても、一部の天才や、異常な忍耐力を持った人間、極度のヒマ人にしかできないような方法では、そもそも実践することが不可能です。

普通の人ができる方法であるか？また、自分に適した方法であるか？ということを十分に検討する必要があります。

情報商材の中には、そのセールスレター中に、｢子育て中の主婦｣、｢パソコンど素人｣、｢元ニート｣、ｅｔｃ。のような方でも簡単に実践できたと書かれているものがあります。

ですが、そんなことは、あなたには関係ありません。あなたはあなたです。そんな言葉に惑わされて、大切なお金をムダにしないようにして下さい。

あなた自身が実践し、継続できそうか？という点が最重要事項です。この部分を十分に検討しないと、せっかく入手した情報商材も実践できずにムダになってしまうと思います。

そして、｢私はアフィリエイトに挫折した。｣と、自分を責めてしまったり、情報の提供者を逆恨みしてしまうこともあるかもしれません。

ですが、基本的には、あなたや情報の提供者が悪いわけではありません。自分に合った方法を検討～選択するというプロセスが欠落していただけです。

次に、条件②：必要な作業量をこなすこと（特に最初の頃は多くの作業が必要です。）について、ご説明します。

アフィリエイトで結果を出すには、ある程度以上のサイト数を所有している必要があります。

｢ある程度以上のサイト数｣というのは、取り組む手法や、目標とする収入の額などによって異なりますが、5サイトや10サイトで良い結果が出るとは考えない方がいいと思います。

また、サイト作成以外にも検索エンジン対策などの継続的な作業も必要です。今あなたが考えているよりも作業量は多くなるかもしれません。

文章を書くのは好きか？パソコンやインターネットのスキルは高いのか？何かを頼める人はいるか？使える時間はどの位あるのか？使えるお金はどの位あるのか？といったことを、冷静に考えてください。

そして、自分でやること、誰かに頼めそうなこと、ツールで自動化できそうなこと、平日と休日の作業時間など、可能な限り自分が継続的にアフィリエイトに取り組んでいく姿のイメージを作ってみて下さい。

ただし、｢あれもできない、これもできない｣とばかり言っていては、実践することが無くなってしまうと思います。パソコンやインターネットのスキルアップや、ある程度の忍耐力を付ける努力、モチベーションを持続する工夫は必要だと思います。

収入を増やすために、新しいサイトを増やし続けたり、作成済みのサイトのメンテナンスを継続的に行なっていくためには、どうしても、ある程度の作業量は必要になります。

自分に合うと思われる方法で一度スタートを切ったあとは、気合や忍耐で、とにかく頑張り続けなければならない時期もあると覚悟しておいて下さい。

また、繰り返しになりますが、｢正しい方法｣の条件(a)：価値のある方法か？と、条件(b)：再現性の高い方法か？という部分をクリアしていることは、条件②：必要な作業量をこなすこと、にも密接に関わっており、前提条件だと言っても過言ではありません。

特に、情報収集の段階から、取り組むべき価値があり、再現性の高い情報を探し当てるという意識を持ち、時間をかけて慎重に情報を吟味して下さい。

これは、緊急性（特典削除まで、あと○日です！ ）とか、限定性（○名様限定です！）という販売者の手法（煽り文句）に踊らされないで下さいという意味も含んでいます。

※緊急性や限定性を強調しているものが悪いと言っている訳ではありません。良いものを優れた販売手法で売ることは尊いことです。この辺りの説明は非常に専門的になりますので、購入に迷うことがあったら、あなたの直感を、まずは信じてみてください。

ここまでの説明で、アフィリエイトで確実にお金を稼ぐための具体的なステップが見えたのではないかと思います。アフィリエイトで稼ぐためのステップは、以下のように、実にシンプルです。

■ステップ１．価値のある（真に稼げる）情報を入手する。

■ステップ２．その情報の再現性（自分にも出来るか？続けられそうか？）を検討する。

■ステップ３．必要な作業を継続する。（時には忍耐や工夫、勉強も必要だと覚悟しておく）

本当にこれだけです。さらに、これはアフィリエイトにかぎったことではなく、他の副業にも当てはまると思います。本当にこれだけですが、

｢また同じようなことを読まされた。だから何なんだ。｣

｢言ってることは分かるけど、それが難しいから困ってるんじゃないか。｣

｢それじゃあ、具体的に何をすればいいのか教えてくれ。｣

という方もいるかも知れませんので、そのような方のために、私なりの解決方法を、今後のメルマガや無料レポートで説明させていただきますので、よろしければ、巻末のページからメルマガ登録をしていただければと思います。また、

｢全く信じられないよ。あんたが詐欺師なんじゃないのか？｣

｢理屈っぽくてつまらない。書いてあることが分かりにくい。｣

とお感じになられる方もいると思います。そのような方は、ここで読むのを止めてください。ここまで読んでくださってありがとうございました。

（次のページからは、アフィリエイトのメリットに戻ります。）
· メリット２．一度の労働に対して、継続的に報酬が発生する。

アフィリエイトから得られる収入のことを、｢不労所得｣だと表現する方を多く見かけますが、私個人は、完全な不労所得ではないと考えています。

ただし、過去に使った時間と労働力が、その後も継続的に報酬を発生させてくれることは事実であり、大きなメリットだと言えます。

下にある表を見てください。（文字が小さくて申し訳ありません。）この表は、アフィリエイトでの一度の労働に対して発生する継続的な報酬を説明するためのものです。

	　
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月

	作業時間
	60
	60
	60
	60
	60
	60
	60
	60
	60
	60
	60
	60

	（当月分）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	作業時間
	60
	120
	180
	240
	300
	360
	420
	480
	540
	600
	660
	720

	（累計）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	サイト数
	30
	30
	30
	30
	30
	30
	30
	30
	30
	30
	30
	30

	（当月分）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	サイト数
	30
	60
	90
	120
	150
	180
	210
	240
	270
	300
	330
	360

	（累計）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	報酬金額
	0
	15,000
	30,000
	45,000
	60,000
	75,000
	90,000
	105,000
	120,000
	135,000
	150,000
	165,000

	（当月分）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	報酬金額
	0
	15,000
	45,000
	90,000
	150,000
	225,000
	315,000
	420,000
	540,000
	675,000
	825,000
	990,000

	（累計）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時給
	0
	250
	500
	750
	1,000
	1,250
	1,500
	1,750
	2,000
	2,250
	2,500
	2,750

	（対：当月分）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時給
	0
	125
	250
	375
	500
	625
	750
	875
	1,000
	1,125
	1,250
	1,375

	（対：累計）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


この表は、以下のような条件にそって作られています。

①ある年の１月１日から、１日に２時間を使って、アフィリエイト用のサイトを、毎日１サイト作成し続ける。

②サイトの作成後１ヶ月を経過すると、作成したサイトの半分から、１ヶ月当たり1,000円の収入が発生する。（作成したサイトの半分はハズレ。）

注）説明を容易にするために、かなり簡略化し、かつ平準化しています。実際には、多少の浮き沈みがあり、大当たり、大ハズレも経験します。
　まず最初に、この表の上から2段目の、｢作業時間（当月分）｣という欄を見てください。毎月60時間は、作業＝労働を続ける必要があることを理解していただけるのではないかと思います。

　私が、｢アフィリエイトから得られる収入は、完全な不労所得ではない。｣と考えている理由はこの部分にあります。

　次に、一番下の段と、下から2段目を見てください。1,000という赤い文字があると思います。時給が1,000円に到達する地点です。この、1,000を赤文字にしているのは、時給1,000円のアルバイトとアフィリエイトを比較して説明するためです。

　下から2段目の、｢時給（対：当月分）｣という欄が、この表で最も重要です。アフィリエイトを開始してから5ヶ月を過ぎると、時給が1,000円を超えることが分かると思います。アフィリエイトが「オイシイ」のはココからです。

　言い方を変えれば、5ヶ月を過ぎるまでは、時給1,000円のアルバイトの方が効率が良いということです。また、｢ずーっと時給1,000円のままで良い人｣には、簡単で確実に稼げるアルバイトの方が適していると思います。

　アフィリエイト＝｢成果報酬型｣という、報酬の支払いが不確実なものに取り組むメリットは、時給をコントロールできることにあると、私は考えています。継続的に発生する報酬の仕組みを利用して、時給を上げていくわけです。

　たとえば、1ヶ月間に同じ60時間の労働をしても、時給が1,000円の場合には、報酬金額が、60,000円（60時間×1,000円）ですが、時給が3,000円になれば、180,000円（60時間×3,000円）になります。

　1ヶ月に、本業以外の労働（作業）時間は60時間しかないが、30万円の副収入が欲しい、という場合には、300,000（円）÷60（時間）＝5,000（円）ということになり、つまり時給5,000円を狙っていけばいいということになります。

　時給5,000円のアルバイトというのは、めったに見かけないと思いますが、アフィリエイトであれば、ごく普通の一個人でも、この程度の時給を達成することは十分に可能です。私の実体験からも、時給4,000円～5,000円くらいは、正しい方法で頑張れば、個人でも何とかなるということが分かっています。

　アフィリエイトで100万円以上の月収を稼ぎ出す、いわゆるスーパーアフィリエイターと呼ばれる方々の多くは、数千サイト～数万サイトという大量のサイトを短期間に作成するために、外注を使ったり、社員やアルバイトを雇ったりしています。

これも、費用効果的に自分の時給を引き上げているわけです。他人に賃金を支払うことによって発生する費用よりも、自分の時給を引き上げる効果の方が高いという判断のもとに、外注化や法人化をしているんだと思います。（人間関係の維持や、作業の指示および監督など、色々めんどくさそうなので、私はやる気になれませんが。）

　長くなりましたが、過去の労働に対しても継続的に発生する報酬を利用して、現在の時給を上げられることがアフィリエイトのメリットです。

　ここで、これまで述べたことについて、少し補足しておきます。まず、｢時給を上げられるのは分かったが、この時給は、永遠に無限に上がっていくのか？｣と思われる方も多いのではないでしょうか？

　残念ながら、アフィリエイトも世の中も、そこまで甘くはありません。順調なときには、確かに時給は積み上っていきますが、果てしなく無限に上昇させるのは難しいと思います。

無限に時給を上げることが難しい原因は、大きく分けて2つあると私は考えています。（というか、日々リアルにそういう目にあっています。）

1つ目の原因は、Googleやgooなどの検索エンジンという、他人が所有するシステムの挙動に成果が左右されてしまうことです。若干の検索順位の変動くらいなら、まだ良いのですが、ペナルティという、もっとキツいお仕置きを受けることがたまにあります。

2つ目の原因は、競合の増加です。お金が儲かるところには、いずれ他の人も参入してくるということです。同じことをする人が増えると、一人一人の取り分は少なくなってしまいます。

これらの2つは、メリットとは言えませんので、ここではこれ以上ふれませんが、知っておいた方が良い重要な部分ですので、別な機会に詳しく説明したいと思います。興味がある方は、巻末からメルマガ登録をしておいて下さい。

　最後に、前出の表の一番下の段、｢時給（対：累計）｣という欄を見てください。こちらの方が、｢時給（対：当月分）｣よりも、厳密な意味での時給に近いと思います。

ですが、過去を考えすぎず、1ヶ月ごとに、｢だいたい1日に平均○時間の作業で、月収が○○万円｣と、ざっくり把握する方がうまくいくと思います。

· アフィリエイトで成果を出しやすい人（精神論です。）

次に、アフィリエイトで成果を出しやすい人の性質を説明させていただきます。大きく分けると、以下の2つの性質を持っている人は、アフィリエイトで成果を出しやすいと思います。（あくまでも個人的な見解です。）

①必要な努力ができる
②転んでもタダでは起きない

　｢あんた、さっき『誰がやっても人は関係ない』と書いていたじゃないか。｣と、思われてしまうかもしれません。確かに、私はそう書きました。

　アフィリエイトで稼ぐためには、｢正しい方法｣で、｢必要な作業量をこなすこと｣が最重要であり不可欠である、という論点を明確にする目的で、｢人は関係ない｣という極論を使わせていただきました。

現実に、一般的な社会人の方であれば、少なくともアフィリエイトに対して能力が足りないということはありません。普通に働ける人ならできます。

　しかしながら、実際には、アフィリエイトは、人によって成果に大きな差が出てしまいます。たとえ、確実に稼げる方法を、手取り足取り、誰かに丁寧に教えてもらったとしても、人によって成果には差が出ると思います。

この理由が何だかお分かりでしょうか？

アフィリエイトは強制的な労働ではないということが、人によって成果に差が出てしまう理由だと、私は考えています。シンプルですいません。

　特に、副業でアフィリエイトを始める場合には、うまくいかなくてもそれほど困るわけではありませんし、やめてしまうのも簡単です。

　さらに言えば、お給料を頂くわけではありませんので、サボっていても、誰かにとがめられることもありませんし、上司に文句を言われることもありません。成果を上げるためには自己管理が必要になるわけです。

　かなり話がそれてしまいましたが、アフィリエイトを実践する人によって成果に差が出てしまう原因は、このように、アフィリトエイトは強制的な労働ではないことであると、私は考えています。

　話をもとに戻して、アフィリエイトで成果を出しやすい人の2つの性質を、1つずつ説明させていただきます。
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